















































































































































































































































































































































































































































































































































１ 図線の湊合 ２ 濃淡の湊合 ３ 色彩の湊合
４ 図線の佳麗 ５ 濃淡の佳麗 ６ 色彩の佳麗
７ 旨趣の湊合 ８ 旨趣の佳麗 これに次の二つ
９ 意匠の力 10 技術の力 が加わって，都合十
格が絵画成立の基本条件となり，これが絵画の鑑識と批
評の基準となる」としている。友記乃さんの独特の感性
と独創性から生み出される作品は，自閉症の特異な優れ
た能力として評価されよう。私的（神田）には，友記乃
さんは，19世紀末から20世紀前半に活躍したフランスの
画家のラウル・デュフィ（RaoulDufy,1877～1953）
のパリを代表する「色彩の魔術師」のように感じられて
ならない。著名な池田満寿夫氏は，「デュフィ」の書評
の中で『やわらかな光をたたえた色彩，陽気な音楽的リ
ズム．デュフィは生きる喜びを描きつづけた．20世紀の
芸術運動の洗礼を受けながら切り開かれた独自の画風．
自由闊達な軽快さとおしゃれな装飾感覚にあふれたその
作品は，見る者を幸福な時間に浸す』と評している。
Ⅵ．考察と今後の課題
我が子の場合，ライフステージ毎に多くの芸術家の支
援・指導を受けながら，基本的な技能から応用・発展そ
して創作活動へと広がりを見せてくれた。自閉症児・者
は，障がい特性から，表現活動や創作活動が難しいと考
えられてきているが，自閉症の認知スタイルから，健常
者よりも優れた能力を発揮することが知られている。
HappeF.（1999）は，情報統合について，統合的一
貫性の弱さが認知スタイルとして，自閉症の欠落してい
る面だけでなく，優れた点として音楽や絵画（特にグラッ
フィク分野）で卓越した才能を発揮していることを報告
し，絵の才能のある人との共通の特徴であろうとも述べ
ている。
渥美（2013）は「サバン（サヴァン）と自閉症」につ
いて，『自閉症のあるサバンにみられる美術的才能は，
近年ArtBrut（生の芸術：outsiderart）が注目され
ており，20世紀前半までは芸術的価値を与えられなかっ
たと思われるものが，現在ではより広く自閉症のある人
の才能が見出せると思われます。…＜略＞…美術だけで
はなく，音楽でもそうですが，サバンの才能には天性の
ものがあると同時に，才能として発揮される芸術に接す
る機会と実行する機会があることが重要です』と述べて
いる。
すなわち，友記乃さんの美術的才能の開花は，幼児期
からの絵本の読み聞かせ（本人の最も嗜好性の高いもの）
や絵を鑑賞したり，描いたりする機会を多く与えた経験・
体験の蓄積であり，また医療・教育・福祉による適切な
指導や助言等の支援，就学時からの児童・生徒・教師そ
して保護者などの周囲の人々の暖かい支援の輪によって
芸術家として大成したものと思われる。健常者は，「Art
Brut」を含めた新しい観点で，障がい児・者の生の感
性をこれからの美術作品の鑑賞力や評価尺度として高め
ていく必要があろう。
おわりに，友記乃さんの独特の感性輝く作品集が出版
された時，ご両親の言葉が掲載された。
「本書のタイトルにあります『不思議少女』とは，娘・
友記乃のことです。なぜ不思議なのかと言いますと，黙っ
ていると一見普通の人に見えるのですが，喋りだすとま
るで宇宙人じゃないかと思われるようなことを言い，行
動も不思議に見えるからです。友記乃は『自閉症』です。
…＜略＞その独自のルールに則った『自分の世界』の中
で，創作活動を続けています。＜略＞これまで多くの方々
との出会いを通じ，たくさんのご縁を頂戴しながら育っ
てきました。このたび活動15年の節目を迎えて，今まで
の足跡を振り返る意味で出版することを決意しました。
今後どんな成長をしていくのか，また，次の段階へ向か
う励みになればという願いを込めて，皆様に見守ってい
ただけたら幸いに存じます。」との素晴らしいメッセー
ジである。
今後も楽しい創作活動を展開し，展覧会を開催しなが
ら多くの人々に「ルート３」の願いとコンセプト（互い
北方圏学術情報センター年報 Vol.11
―147―
に支え合いながら，共に生きる社会＝ノーマライゼーショ
ンの実現を目指して）の理解・普及に努めていきたい。
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